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五
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井
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化
財

　
　
毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

国
　
京
　
克
　
巳

　

一
、
は
じ
め
に

　

福
井
市
小
野
町
の
国
道
四
一
六
号
線
沿
い
に
あ
る

毛
利
家
長
屋
門
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
武

家
屋
敷
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
堅
牢
な

門
構
え
の
長
屋
門
で
あ
り
、
近
世
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
福
井
市
の
歴
史
を
物
語
る
建
物
で
あ
る
と

同
時
に
、
本
物
件
が
所
在
す
る
鶉
地
区
の
歴
史
を
知

る
上
で
重
要
な
建
物
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
十
八
年

に
福
井
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た（

１
）。

小
生
は
文
化

財
指
定
以
前
の
平
成
十
五
年
に
『
福
井
市
の
歴
史
が

み
え
る
建
造
物
』
で（

２
）、

外
観
調
査
と
地
誌
調
査
か

ら
こ
の
建
物
は
武
家
屋
敷
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の

で
、
外
観
が
柿
葺
あ
る
い
は
木
賊
葺
の
建
物
と
推
定

し
て
い
た
。
し
か
し
、
文
化
財
指
定
理
由
書
に
は
、

そ
の
痕
跡
調
査
か
ら
屋
根
は
藁
葺
で
あ
っ
た
可
能
性

が
新
た
に
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
指
定
調
査
書
に

は
、
移
築
に
関
し
て
も
、
毛
利
長
仁
家
文
書
か
ら
毛

利
家
当
主
の
平
吉
が
購
入
し
、
文
化
九
年
に
現
在
地

に
移
築
し
た
も
の
と
あ
る
と
し
、
長
屋
門
の
謎
が
さ

ら
に
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
古
文
書
と
は
「
文
化
九
年

申
二
月
よ　

門
普
請
見
舞
留
帳　

毛
利
性
」（
以
下

「
見
舞
留
帳
」）
と
、「
文
化
九
年
申
二
月
吉
日　

志

願
日
記
帳　

吉
精
」（
以
下
「
志
願
日
記
帳
」）
の
二

冊
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る（

３
）。

今
回
こ
の
文
書
を

調
査
し
、
合
わ
せ
て
長
屋
門
を
現
地
調
査
す
る
機
会

を
得
た
。
本
稿
は
こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
長
屋
門
の

普
請
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
長
屋
門
が
文
化
九
年
に

現
地
で
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
、
毛
利
家

　

毛
利
家
は
江
戸
時
代
坂
井
郡
小
野
村
に
住
み
、
木

下
村
・
小
幡
村
・
為
寄
村
・
石
畠
村
な
ど
三
十
ヶ
村

余
の
福
井
藩
大
庄
屋
（
組
頭
）
を
勤
め
た
家
で
、
通

称
吉
兵
衛
・
吉
左
衛
門
・
平
吉
な
ど
と
称
し
、
幕
末

期
に
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
小
野
村
は
丹

生
山
地
の
北
麓
に
位
置
し
、
村
高
二
三
五
石
余
で

あ
っ
た（

４
）。「

志
願
日
記
帳
」
に
あ
る
吉
精
が
苗
字
帯

刀
を
許
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
に
吉
郎
の
帯
刀
が
許
さ
れ
て
以
降
、
卯

（
宇
）
兵
衛
・
平
之
進
が
許
さ
れ
て
い
る（

５
）。「

志
願

日
記
帳
」
に
あ
る
吉
精
は
後
述
に
示
す
よ
う
に
毛
利

平
吉
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
、
現
在
の
長
屋
門

　

長
屋
門
は
正
面
七
間
（
十
五
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
）

側
面
二
間
（
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル
）
の
入
母
屋
造
桟

瓦
葺
の
建
物
で
、
中
央
二
間
（
四
・
五
七
メ
ー
ト
ル
）

に
入
口
通
路
を
開
く
（
図
１
〜
９
）。
入
口
扉
は
正

面
柱
通
り
か
ら
約
半
間
奥
に
鏡
柱
を
立
て
、
中
央
に

両
開
き
の
主
扉
、
両
脇
に
片
開
き
の
潜
戸
（
但
し
西

側
は
嵌
め
殺
し
）
を
設
け
る
。
主
扉
の
柱
間
は
約
八

尺
、
脇
間
の
柱
間
を
約
三
尺
五
寸
と
す
る
。
入
口
通

路
の
東
側
に
板
敷
き
の
東
物
置
、
西
側
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
土
間
の
西
物
置
を
設
け
、
通
路
に
面
す
る
部

分
と
、
背
面
の
通
路
側
に
そ
れ
ぞ
れ
の
物
置
へ
の
出

入
口
と
な
る
引
違
い
板
戸
を
た
て
る
。
正
面
入
口
の

床
を
石
敷
き
、
扉
を
隔
て
た
奥
の
通
路
を
中
央
の
床

の
み
石
敷
き
と
し
、
そ
の
他
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間

と
す
る
。
ま
た
、
通
路
上
部
は
冠
木
に
架
か
る
桟
梁

上
の
天
井
板
を
そ
の
ま
ま
床
と
し
て
物
置
と
す
る
。
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毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て 東

西
の
物
置
上
部
も
低
い
位
置
に
二
階
床
を
設
け
て

物
置
と
す
る
。
こ
の
た
め
二
階
の
物
置
は
一
室
と
な

る
が
、
中
央
部
の
床
が
一
段
高
く
な
る
。

　

外
壁
は
建
物
隅
に
柱
を
見
せ
る
中
塗
り
仕
上
げ
の

塗
籠
と
し
、
腰
に
簓
子
下
見
板
を
張
る
。
西
面
の
み

は
単
に
下
見
張
り
と
す
る
。
下
見
板
は
正
面
入
口
の

左
右
見
込
み
三
尺
と
背
面
東
側
の
外
壁
の
み
に
当
初

の
下
見
板
が
の
こ
る
。
東
西
の
外
壁
中
央
に
太
い
上

下
枠
を
左
右
に
伸
ば
し
た
武
者
窓
（
竪
連
子
窓
）
を

設
け
、
右
手
の
腰
下
見
板
内
に
上
下
枠
留
の
与
力

窓
（
横
連
子
窓
）
を
設
け
る
。
前
者
は
一
階
の
物
置

と
二
階
物
置
の
明
か
り
取
り
窓
、
後
者
は
一
階
の
物

置
の
明
か
り
取
り
窓
と
な
る
。
背
面
は
腰
板
を
や
や

低
く
張
り
、
そ
の
上
を
中
塗
り
仕
上
げ
と
し
、
西
物

置
に
の
み
新
し
い
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
引
違
い
窓
を
開

く
。
屋
根
は
四
方
を
船
枻
造
で
持
ち
出
し
て
軒
を
受

け
、
そ
の
四
隅
に
柱
か
ら
方
杖
を
立
て
て
、
隅
木

を
受
け
る
。
こ
の
方
杖
は
部
材
が
新
し
く
、
後
世
に

補
強
（
洋
釘
止
め
）
の
た
め
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
軒
裏
は
吹
寄
せ
の
棹
を
入
れ
、板
張
り
と
す
る
。

棹
や
天
井
板
に
は
わ
ず
か
に
弁
柄
塗
り
の
痕
が
の
こ

る
。
屋
根
の
桟
瓦
葺
は
銀
鼠
色
の
瓦
で
古
い
も
の
で

は
な
く
、
棟
に
風
化
し
た
棟
石
を
置
き
、
左
手
前
の

降
り
棟
に
も
石
を
置
く
。
屋
根
が
瓦
に
葺
き
替
え
ら

れ
た
当
初
は
降
り
棟
も
す
べ
て
石
棟
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
い
づ
れ
の
石
も
笏
谷
石
で
は
な
く
、
地

元
産
の
石
の
よ
う
で
あ
る
。

　

柱
は
正
面
の
み
切
石
布
石
を
二
重
に
据
え
、
そ
の

上
に
成
の
低
い
新
し
い
土
台
を
入
れ
て
立
て
ら
れ

る
。
し
か
し
、
側
面
や
背
面
の
柱
下
に
は
土
台
は
な

く
、
成
の
低
い
一
重
の
布
石
の
み
で
あ
る
。
鏡
柱
は

一
重
の
布
石
と
土
台
を
入
れ
て
立
て
ら
れ
る
。
鏡
柱

の
足
元
に
は
蹴
放
し
仕
口
痕
ら
し
き
も
の
が
の
こ

り
、
修
理
に
よ
っ
て
成
の
低
い
土
台
が
入
れ
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
挿
入
さ
れ
た
土
台
の
成
は
門
の
左

右
で
異
な
り
、
東
で
七
・
六
セ
ン
チ
、
西
で
三
・
五
セ

ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
正
面
に
入
れ
ら
れ
た

土
台
は
腐
り
あ
る
い
は
地
盤
沈
下
の
傾
斜
調
整
の
た

め
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
風
化
し
た
通

路
の
敷
石
は
小
砂
利
の
混
じ
る
石
で
、
基
礎
の
布
石

と
も
に
近
在
の
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

　

小
屋
組
は
柱
上
に
桁
や
梁
を
載
せ
、
桁
あ
る
い
は

妻
梁
か
ら
内
側
へ
半
間
の
と
こ
ろ
に
入
れ
ら
れ
た
丸

太
の
梁
と
、
桁
や
梁
に
架
け
渡
し
て
跳
ね
出
し
た
腕

木
で
軒
先
の
出
桁
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
通
路
・
物

図１　長屋門平面図
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図３　長屋門外観（南東面） 図２　長屋門外観（正面）

図５　長屋門外観（背面） 図４　長屋門扉廻り詳細

図６　長屋門東物置図７　長屋門西物置

図８　長屋門二階内部（西物置上部）図９　長屋門二階内部（通路上部）
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毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

置
境
で
は
丸
太
を
大
き
く
太
鼓
落
し
し
た
梁
を
小
屋

の
外
で
腕
木
に
加
工
し
た
部
材
を
も
ち
い
、
妻
梁
寄

り
で
は
小
屋
内
で
丸
太
と
腕
木
が
繋
が
れ
て
い
る
。

母
屋
や
棟
木
は
桁
と
妻
梁
、
通
路
と
両
物
置
境
の
梁

上
に
立
て
た
束
で
受
け
ら
れ
る
。
通
路
上
部
は
、
棟

中
央
に
架
け
ら
れ
た
地
棟
に
登
梁
を
架
け
て
小
屋
裏

を
広
く
す
る
。
な
お
、
腕
木
よ
り
上
部
の
丸
太
梁
・

小
屋
束
・
母
屋
・
棟
木
・
垂
木
・
野
地
板
は
新
し
い

部
材
で
あ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
木
材
の
材
種
は
正
面
の
入
口
廻
り
の

鏡
柱
・
冠
木
・
隅
柱
を
欅
材
、
そ
れ
以
外
の
梁
・
桁
・

腕
木
・
天
井
板
な
ど
を
松
材
、
下
見
板
の
板
と
野
物

柱
を
杉
材
、
土
台
を
檜
ら
し
き
材
と
す
る
。
な
お
、

長
屋
門
の
左
右
に
は
棟
に
瓦
を
置
き
、
腰
を
板
張
り

と
す
る
塀
が
取
り
付
き
、
右
側
に
の
み
通
常
の
出
入

口
と
な
る
鉄
板
葺
の
棟
門
が
開
か
れ
る
。

　

四
、
長
屋
門
普
請
文
書

（
一
）「
見
舞
留
帳
」

　
「
見
舞
留
帳
」
は
文
化
九
年
長
屋
門
建
設
の
際
に

届
け
ら
れ
た
見
舞
品
と
見
舞
人
の
住
所
氏
名
が
主
に

記
さ
れ
た
記
録
で
、
末
尾
に
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
九
日
に
か
け
て
の
人
足
と
そ
の
手
間
賃
が
書
か

れ
る
。
末
尾
の
記
録
は
文
化
九
年
の
記
録
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
後
述
の
「
志
願
日
記
帳
」
か
ら

前
年
の
十
一
月
よ
り
長
屋
建
設
の
準
備
が
は
じ
ま

り
、
九
月
に
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
の
で
、
前
年
の

普
請
に
と
も
な
う
人
足
手
間
の
控
え
と
考
え
ら
れ

る
。
普
請
見
舞
に
は
地
元
の
小
野
村
や
串
野
村
を
は

じ
め
周
辺
の
村
々
三
十
二
ヶ
村
一
〇
九
名
（
重
複
を

一
部
含
む
）
か
ら
見
舞
の
品
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

見
舞
人
の
住
所
を
見
る
と
（
表
１
・
図
10
）、
北
は

現
坂
井
市
三
国
町
山
岸
、
東
は
同
坂
井
町
兵
庫
、
南

は
現
福
井
市
大
年
町
、
西
は
同
長
橋
町
と
広
い
範
囲

に
及
ん
で
い
る
。
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
「
支

配
下
村
々
庄
屋
長
百
姓
判
鑑
帳
」（

６
）に

よ
れ
ば
、
こ
の

見
舞
人
は
毛
利
家
が
幕
末
に
福
井
藩
大
庄
屋
と
し
て

支
配
し
た
三
十
八
ヶ
村
の
住
人
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
長
屋
門
建
設
時
に
毛
利
家
の
支
配
下
で
あ
っ
た

か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
隣
の
串
野
村
は
九
人
、

中
野
村
が
五
人
、
佐
野
村
・
大
年
村
各
一
人
、
支

配
外
の
遠
く
離
れ
た
兵
庫
村
四
人
な
ど
が
み
え
る（

７
）。

中
野
村
の
中
に
は
特
に
大
工
と
肩
書
さ
れ
る
者
や
大

工
と
し
て
工
事
に
参
加
し
て
い
る
者
も
み
え
、
串
野

村
の
中
に
は
木
挽
で
工
事
に
参
加
し
て
い
る
者
も
み

え
る
。
毛
利
家
の
あ
る
小
野
村
と
遠
く
離
れ
た
兵
庫

村
の
勘
左
衛
門
は
二
回
名
前
が
み
ら
れ
、
見
舞
品
の

酒
も
一
斗
と
他
の
見
舞
人
よ
り
多
い
。
勘
左
衛
門
は

明
治
時
代
に
は
兵
庫
村
の
旧
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

親
戚
か
何
か
で
あ
ろ
う
。

図10　毛利家の位置と見舞人の村
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一
方
、
庄
屋
と
あ
る
も
の
は
十
名
の
み
で
、
そ
の

名
は
み
ら
れ
な
い
。
毛
利
家
の
あ
る
小
野
村
や
隣
り

の
木
下
村
・
串
野
村
・
八
丁
の
庄
屋
四
名
を
加
え
て

も
毛
利
家
支
配
下
の
約
四
十
ヶ
村
か
ら
み
て
決
し
て

多
く
な
い
。
小
野
村
や
串
野
村
の
庄
屋
や
長
百
姓
は

「
見
舞
留
帳
」
に
は
名
の
み
で
、「
志
願
日
記
帳
」
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
村
役
の
肩
書
付
き
の
名
あ
る
い
は

村
役
の
み
の
表
記
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記

を
み
る
と
、
名
の
な
い
村
の
庄
屋
は
役
所
の
付
き
合

い
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
名
の
み
は
個
人
的

な
関
係
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
長
屋
門
建

設
は
福
井
藩
大
庄
屋
と
し
て
の
役
所
的
な
付
き
合
い

の
見
舞
は
少
な
く
、
血
縁
を
含
め
た
地
縁
あ
る
い
は

普
請
の
仕
事
上
あ
る
い
は
地
主
小
作
な
ど
の
関
係
か

ら
見
舞
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

見
舞
品
に
は
酒
・
赤
飯
・
油
揚
げ
・
た
け
の
こ
・

に
し
め
や
、
ま
す
・
か
れ
い
・
草
た
こ
・
鯛
な
ど
の

魚
類
、
現
金
な
ど
が
あ
り
、
特
に
酒
や
現
金
が
そ
の

多
く
を
し
め
て
い
る
。
魚
類
が
多
種
類
み
ら
れ
る
の

は
、
見
舞
人
が
日
本
海
に
近
い
村
の
住
人
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
一
般
の
民
家

普
請
の
見
舞
で
み
ら
れ
る
屋
根
葺
き
材
料
の
麻
木
・

藁
・
縄
が
見
舞
品
に
み
ら
れ
な
い
の
は
珍
し
い
が（

８
）、

表１　「見舞留帳」の見舞人
見舞人の村 1頁 2頁 3頁 4頁 5頁 6頁 小計 備考

1 ※ 小野 10 1 5 5 21
2 串野 4 2 2 1 9 木挽あり
3 ※ 深坂 1 1 2
4 ※ 木下 1 1 3 3 3 11 木挽あり
5 ※ 中山 1 1 2
6 ※ ? 八丁 2 1 2 1 6 現小幡 ?
7 ※ 白方 1 1 1 3
8 ※ 山岸 1 1 2
9 ※ 波寄 2 2 1 5

10 兵庫 1 3 4
11 ※ 砂子坂 1 1 1 2 2 7
12 中野 1 2 2 5 大工あり
13 佐野 1 1
14 ※ 石畠 1 1
15 大年 1 1
16 ※ 嶋 1 1 2
17 ※ 田ノ頭 1 1
18 ※ 為寄 1 1
19 ※ みの浦 1 1
20 ※ 水切 3 1 4
21 ※ 小幡 2 2 4
22 ※ ? 糸崎中 1 1
23 ※ 石橋 1 1 浄光寺
24 小□□ 3 3
25 ※ 免鳥 1 1
26 ※ ? はしや 1 1 現両橋屋 ?
27 ※ 石新保 1 1 願念寺
28 池尻 1 1
29 ※ 糸崎 3 3
30 ※ 小尉 1 1
31 ※ 正部谷 2 2
32 ※ 長橋 1 1

合計 16 15 15 22 21 20 109

※印は大庄屋の管轄範囲（元治二年）　重複を含む　？は可能性を示す
　太字村は庄屋を含む村　数字アンダーバーは庄屋との書き込み

表２　長屋門普請経過
月 日 内容
11 20 願い書提出

25 評定の上許可
26 お礼

12
1 大工破風細工
2 6 木挽仕事開始

13 寄合・組町下代内回り・願書提出（３通）
14 お礼・下代へお礼（吉田・山石）
15 願提出
23 見分（吉田・山石）泊・同案内（村役）
24 見分（吉田・山石）・見立（村役）

3 15 木造り開始？
基礎工事？

4
5 9 上棟？

12 普請お礼（福井へ）
14 寄合・泊見分（村役）
15 泊見分（村役）・建て方完了？
16 造作開始？

6 3 御礼
7 14 大工工事完了

24 壁工事開始
8 20 叩き開始
9 1 壁仕上げ完了

4 叩き完了

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



21

国
京　
福
井
市
指
定
文
化
財　

毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

こ
れ
は
後
述
に
指
摘
す
る
よ
う
に
長
屋
門
が
役
所
建

物
と
し
て
の
普
請
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
二
）「
志
願
日
記
帳
」

　
「
志
願
日
記
帳
」
は
、
長
屋
門
建
設
の
際
の
材
木

明
細
（
自
分
持
ち
と
購
入
分
）、
建
設
の
諸
手
続
き

に
か
か
る
費
用
、
福
井
藩
へ
の
建
設
許
可
手
続
き
、

長
屋
門
の
大
き
さ
や
仕
様
、
そ
れ
に
必
要
な
材
木
を

は
じ
め
と
す
る
材
料
、
職
人
の
出
面
・
賃
金
な
ど
が

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
屋
門
建
設
の
際
の
木
材

明
細
と
建
設
前
の
諸
手
続
き
に
か
か
る
費
用
は
、
字

が
汚
く
、
確
認
の
印
が
付
け
ら
れ
、
下
書
き
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
福
井
藩
へ
の
許
可
手
続
き

控
え
以
降
の
部
分
は
清
書
さ
れ
た
清
帳
で
あ
る
が
、

最
終
的
な
金
額
合
計
は
な
い
。
こ
の
清
帳
の
最
初
に

「
家
前
長
小
屋
門
造
建
諸
事
覚　

毛
利
家　

平
吉
代

　

花
押
（
花
押
の
上
部
に
は
小
さ
く
吉
精
）」
と
あ

り
、
以
降
が
正
式
の
書
類
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
下
書
き
帳
の
材
木
明
細
は
清
帳
の
材
木
明
細
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
下
書
き
帳
に
み
ら
れ
な
い
明
細

が
清
帳
に
は
あ
り
、
さ
ら
に
職
人
の
出
面
や
建
設
資

材
が
多
数
清
帳
に
み
ら
れ
、
下
書
き
は
他
に
も
あ
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

下
書
き
の
材
木
明
細
の
う
ち
毛
利
家
自
身
の
持
ち

山
よ
り
調
達
し
た
材
木
は
、
長
さ
・
大
き
さ
・
数
量
・

樹
種
・
代
金
・
尺
当
り
の
単
価
が
記
入
さ
れ
る
。
特

に
樹
種
の
記
入
の
な
い
も
の
は
清
帳
と
の
比
較
か
ら

松
で
、
こ
の
他
に
杉
・
槙
（
槙
材
に
つ
い
て
は
後
で

検
討
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
下
書
き
の
材
木
明
細

の
記
述
後
半
に
は
代
金
の
記
入
が
な
く
な
り
、
最
後

に
は
品
目
の
み
で
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
下
書
き

の
材
木
明
細
の
購
入
分
は
持
ち
山
分
と
同
様
な
体
裁

で
購
入
先
も
合
わ
せ
て
記
載
さ
れ
、
樹
種
は
槙
・
栗
・

松
・
杉
で
あ
る
。
最
後
に
石
の
代
金
と
購
入
先
も
記

さ
れ
る
。
下
書
き
の
材
木
明
細
の
購
入
分
は
清
帳
の

木
材
明
細
よ
り
項
目
が
少
な
い
。
清
帳
の
材
木
明
細

と
下
書
き
の
材
木
明
細
の
金
額
を
比
較
す
る
と
、
持

ち
山
分
・
購
入
分
の
両
方
で
、
清
帳
の
材
木
金
額
が

高
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
金
額
の

上
昇
は
約
一
割
か
ら
四
割
ま
で
あ
り
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

清
帳
に
は
木
材
の
他
に
石
・
石
灰
・
瓦
・
鉄
の
ほ
か
、

塗
装
に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
煤
・
く
ち
な
し
・

に
ん
し
ゅ
（
弁
柄
？
）・
種
油
、
屋
根
葺
材
料
の
茅
・

藁
・
竹
・
縄
な
ど
の
建
築
資
材
、
大
工
・
木
挽
・
日

雇
・
壁
屋
・
石
屋
な
ど
職
人
の
出
身
地
・
出
面
・
支

払
額
（
大
工
は
未
記
入
）
が
み
え
る
。

　

五
、
普
請
経
過

　

藩
へ
の
長
屋
門
建
築
願
の
提
出
か
ら
工
事
完
了
ま

で
の
大
ま
か
な
工
事
工
程
を
、「
志
願
日
記
帳
」
の

提
出
書
類
、
手
続
き
に
か
か
る
人
足
費
用
内
訳
、
さ

ら
に
職
人
の
出
面
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
表
２
の

よ
う
に
な
る
。
文
化
八
年
十
一
月
二
十
日
の
門
再
建

願
の
提
出
に
は
じ
ま
り
、
同
二
十
五
日
の
藩
評
定

に
よ
る
許
可
、
同
二
十
六
日
の
お
礼
勤
め
で
同
年

は
終
わ
っ
た
。「
見
舞
留
帳
」
に
年
不
詳
の
十
二
月

二
十
五
〜
二
十
九
日
の
人
足
賃
の
記
録
が
あ
り
、
年

末
に
長
屋
門
建
設
に
関
係
す
る
諸
事
が
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
は
正
月
か
ら
月
末
近
く
ま
で

大
工
棟
梁
の
善
兵
衛
に
出
面
が
あ
り
、
実
質
的
な
工

事
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木
材
明
細

の
中
に
「
門
両
は
ふ　

代
二
十
五
匁　

此
分
中
野
善

兵
衛
冬
之
細
工
ニ
渡
方
ニ
買
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
。
二
月
に
は
い
る
と
木
挽
に
よ
る

製
材
が
は
じ
ま
り
、
三
月
中
旬
か
ら
大
工
に
よ
る
木

造
り
が
は
じ
ま
る
。
途
中
二
月
十
三
〜
十
五
日
に
か

け
て
藩
役
人
に
よ
る
見
分
用
の
願
書
の
準
備
と
提
出

が
、
当
主
と
小
野
・
串
野
の
両
庄
屋
・
長
百
姓
の
手
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五
十
七
巻
二
号

伝
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
二
十
三
・
二
十
四
日
に
泊

ま
り
に
よ
る
役
人
の
見
分
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
基

礎
工
事
の
取
り
掛
か
り
は
み
え
な
い
が
、
日
雇
人
足

の
出
面
か
ら
三
月
下
旬
頃
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
、
棟
上
げ
祝
儀
の
内
訳
と
大
工
の
出
面
か
ら

五
月
八
日
あ
る
い
は
九
日
に
上
棟
式
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
途
中
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
日
雇
人

足
が
集
中
す
る
の
で
、
屋
根
の
藁
葺
・
壁
の
荒
壁
付

け
工
事
が
想
像
さ
れ
る
。
上
棟
式
の
数
日
後
の
十
二

日
に
普
請
お
礼
に
福
井
へ
人
足
を
遣
り
、
藩
役
人
へ

お
礼
金
を
し
て
い
る
。
同
十
四
日
役
所
へ
の
手
続
き

の
手
伝
を
し
た
小
野
・
串
野
の
両
庄
屋
・
長
百
姓
な

ど
と
の
寄
合
、
同
十
五
日
泊
り
見
分
を
行
な
っ
て
い

る
。
泊
り
見
分
の
費
用
内
訳
を
み
る
と
、
イ
カ
・
さ

ば
・
山
い
も
・
酒
な
ど
が
出
さ
れ
て
お
り
、
泊
り
見

分
と
は
お
礼
の
酒
宴
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
日
に
多
く

の
大
工
が
仕
事
を
終
え
て
い
る
の
で
、
長
屋
門
建
設

に
か
か
る
主
要
部
分
の
工
事
が
完
了
し
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
六
月
三
日
に
も
礼
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
以
後
大
工
棟
梁
が

七
月
十
四
日
ま
で
の
三
十
日
弱
、
手
伝
大
工
一
人
が

そ
の
間
の
十
一
日
余
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
長

屋
門
両
脇
の
袖
塀
の
建
設
と
み
ら
れ
、
こ
の
十
四
日

を
も
っ
て
大
工
工
事
は
終
了
し
た
。
同
二
十
四
日
か

ら
は
左
官
職
人
に
よ
っ
て
壁
仕
上
げ
が
九
月
一
日
ま

で
、
八
月
二
十
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
は
長
屋
門
の

通
路
叩
き
が
な
さ
れ
、
最
終
的
に
工
事
が
完
了
し
た

と
み
ら
れ
る
。工
事
期
間
は
約
九
ヶ
月
程
で
あ
っ
た
。

　

六
、
職
人
と
出
身
地

　
「
志
願
日
記
帳
」
か
ら
職
人
の
氏
名
・
出
身
地
・

出
面
を
表
３
に
示
す
。
ま
ず
、
大
工
と
し
て
働
い
た

と
み
ら
れ
る
木
挽
を
含
め
る
と
大
工
は
十
五
名
、
そ

の
出
身
地
は
中
野
六
名
、
黒
丸
三
名
、
串
野
村
・
木

下
村
・
上
野
村
・
金
津
・
三
国
・
大
味
村
各
一
名
で

あ
る
。
大
工
の
一
番
多
い
中
野
村
は
小
野
村
の
北

東
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
村
（
現
福
井
市
西
中
野

町
）
で
、
石
高
二
〇
八
石
余
（
内
田
一
八
二
石
余
）

明
治
六
年
戸
数
十
一
、
周
囲
を
砂
子
坂
村
・
池
尻
・

黒
丸
村
に
囲
ま
れ
る（

９
）。

大
工
棟
梁
は
作
業
の
出
面

や
上
棟
の
祝
儀
金
額
か
ら
こ
の
村
の
善
兵
衛
、
副
棟

梁
は
幸
助
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
安
永
六
年
の
松

平
主
馬
家
の
長
屋
普
請
で
は
中
野
村
大
工
儀
兵
衛
が

か
か
わ
り
、
同
七
年
の
台
所
普
請
入
札
に
地
方
大
工

と
し
て
儀
兵
衛
の
他
、
深
坂
村
猪
兵
衛
、
同
喜
右
衛

門
、
高
須
村
吉
右
衛
門
が
参
加
し
、
儀
兵
衛
が
落
札

し
て
い
る
記
録
が
み
え
る（

⓾
）。

こ
の
こ
と
か
ら
江
戸

時
代
後
期
に
中
野
村
は
大
工
村
と
し
て
栄
え
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
村
で
あ
る
。
黒
丸
村
は
中
野
村

の
北
東
に
隣
接
す
る
村
で
、
石
高
二
四
二
石
余
（
内

田
二
二
八
石
余
）
安
政
三
年
戸
数
二
十
五
で
あ
る（

⓫
）。

串
野
村
・
木
下
村
は
小
野
村
の
隣
村
、
上
野
村
は
東

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
村
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
、
同
じ
坂
井
郡
で
も
北
に
位
置
す
る

宿
場
町
金
津
の
与
右
衛
門
・
大
味
村
の
七
蔵
・
湊
町

三
国
の
清
蔵
の
三
名
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
金
津
の
与
右
衛
門
は
副
棟
梁
幸
助
に
次
い
で
早

い
時
期
の
三
月
下
旬
か
ら
木
造
り
作
業
に
参
加
し
、

棟
梁
に
次
い
で
作
業
日
数
が
多
い
。
七
蔵
は
与
右
衛

門
と
同
時
に
普
請
作
業
に
加
わ
っ
た
が
、
三
日
で
去

り
、
清
蔵
は
木
造
り
最
盛
期
の
四
月
中
旬
か
ら
参
加

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
与
右
衛
門
は
棟
梁
に
近

い
技
量
を
も
っ
た
大
工
で
、
善
兵
衛
と
子
弟
関
係
な

ど
何
ら
か
の
深
い
縁
が
あ
っ
て
、
参
加
し
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
大
味
の
七
蔵
は
金
津
の
与
右
衛
門
と

は
地
理
的
に
近
く
、
与
右
衛
門
と
同
日
の
三
日
間
の

み
の
参
加
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
与
右
衛
門
と
の
関
係

か
ら
参
加
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
三
国
の
清
蔵
は
木

造
り
最
盛
期
か
ら
の
参
加
で
、
中
野
村
あ
る
い
は
周
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毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

前
年

〜
1
月

合
計

備
考

職
種

村
名

氏
名

大
工

中
野

善
兵

衛
2
5

1
1
0
.
5

5
/
1
6
〜

7
/
2
 1

8
人

、
 7

/
3
〜

1
4
 1

1
.5

人

〃
幸

助
3
4

〃
孫

左
衛

門
2
2
.
5

〃
長

太
夫

3
9

黒
丸

銀
次

郎
2
9
.
5

7
/
3
〜

1
4
 1

1
.5

人

上
野

茂
右

衛
門

2
6

金
津

与
右

衛
門

4
4
.
5

大
味

七
蔵

3

三
国

清
蔵

2
8
.
5

中
野

善
蔵

2

（
木

挽
）
黒

丸
磯

右
衛

門
2

（
木

挽
）
木

下
与

三
兵

衛
5

黒
丸

寅
松

3

中
野

巳
之

助
3

串
野

多
助

1
9

木
挽

木
下

甚
兵

衛
1
4

〃
又

右
衛

門
1
0

〃
善

左
衛

門
5

串
野

伝
兵

衛
1
4

小
野

又
右

衛
門

4

壁
福

井
安

右
衛

門
2
8

石
屋

石
新

保
吉

右
衛

門
8

手
間

桶
屋

八
町

半
兵

衛
4

手
間

叩
き

水
切

安
右

衛
門

7
.
5

日
雇

小
野

多
兵

衛
1
0
.
5

〃
惣

右
衛

門
1
5

〃
利

兵
衛

6
.
5

〃
理

右
衛

門
4

〃
嘉

兵
衛

3
.
5

〃
佐

兵
衛

1

〃
半

兵
衛

3

〃
甚

作
3

〃
五

郎
左

衛
門

0
.
5

 
田

六
三

郎
2

小
野

半
右

衛
門

5

建
舞

日
雇

請
負

1
5
人

8
4

日
雇

の
最

長
日

数
7
.5

人

4
9
3
.
5

※
　

太
文

字
は

上
棟

参
加

者
※

　
中

野
村

は
現

西
中

野
町

合
　

計

8
月

9
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

表
３
　
職
人
の
出
面
一
覧

※
 太

文
字

は
上

棟
参

加
者

※
 中

野
村

は
現

西
中

野
町

□
田

□
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究　

五
十
七
巻
二
号

辺
の
大
工
と
同
じ
く
応
援
の
大
工
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
木
挽
を
み
る
と
、
木
下
村
が
三
人
、
串
野
村

一
人
、
小
野
村
の
一
人
で
あ
る
。
出
面
日
数
の
多
い

木
下
村
の
甚
兵
衛
が
中
心
と
な
っ
て
毛
利
家
持
山
の

材
木
を
製
材
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
志
願
日
記
帳
」

に
は
毛
利
家
は
長
屋
門
普
請
の
た
め
製
材
し
た
材
木

も
買
っ
て
い
る
。
こ
の
材
木
の
購
入
先
は
大
工
棟
梁

の
善
兵
衛
、
木
挽
の
甚
兵
衛
・
伝
兵
衛
・
又
右
衛
門
、

こ
の
他
に
小
幡
村
の
伝
太
夫
、
串
野
村
の
善
太
夫
で

あ
る
。
大
工
と
し
て
参
加
し
た
木
挽
与
三
兵
衛
も
木

下
村
出
身
で
あ
り
、木
下
村
を
中
心
と
す
る
串
野
村
・

小
幡
村
は
木
挽
の
多
く
住
む
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
の
他
の
職
人
を
み
る
と
、
石
屋
が
上
野
村
利
左

衛
門
、
叩
き
が
水
切
村
安
右
衛
門
、
左
官
が
福
井
の

安
右
衛
門
、
建
具
が
福
井
神
明
町
の
文
右
衛
門
と

な
っ
て
い
る
。
日
雇
い
人
足
は
地
元
小
野
村
を
中
心

と
す
る
十
一
人
が
参
加
し
て
い
る
。
な
お
、
石
新
保

村
石
屋
の
吉
右
衛
門
や
八
丁
村
桶
屋
の
半
兵
衛
は
屋

号
に
石
屋
あ
る
い
は
桶
谷
と
あ
る
が
、
壁
方
の
手
間

と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
半
兵
衛
の
手
間
賃
は
一

日
一
人
一
匁
三
分
で
日
雇
い
の
一
匁
四
分
と
同
程
度

で
、
手
伝
い
の
人
足
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
石

屋
吉
右
衛
門
は
一
日
一
人
二
匁
五
分
で
、
か
べ
屋
安

右
衛
門
や
木
挽
の
一
匁
八
分
よ
り
は
る
か
に
高
く
、

後
述
の
大
工
想
定
賃
金
の
二
匁
五
分
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
屋
吉
右
衛
門
は
壁
方
に
記
入

さ
れ
る
が
石
工
で
、
桶
屋
半
兵
衛
を
手
伝
い
に
手
間

請
け
仕
事
で
あ
る
塀
の
控
え
石
設
置
を
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
長
屋
門
普
請
は
小
野

村
近
在
の
職
人
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
工
事
が
お
こ

な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

七
、
工
事
費

　
「
志
願
日
記
帳
」
か
ら
長
屋
門
建
設
に
か
か
る
費

用
を
書
き
出
し
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。
材
料
代

や
職
人
な
ど
の
手
間
賃
さ
ら
に
諸
費
用
が
記
入
さ

れ
る
が
、
大
工
は
工
数
の
み
で
金
額
の
記
入
が
な

い
。
そ
こ
で
文
化
六
年
の
鯖
江
藩
領
八
石
村
で
の
普

請
記
録
に
よ
る
大
工
手
間
一
人
一
日
二
・
五
匁
を
参

考
に
、
大
工
金
額
を
算
定
し
た（

⓬
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、

建
設
費
用
は
総
額
約
三
九
八
一
匁
と
な
り
、
職
人
手

間
代
が
約
一
三
三
二
匁
で
三
三
・
五
％
、
材
料
費
が

約
二
〇
二
五
匁
で
五
〇
・
九
％
、
手
続
き
関
係
が
約

六
二
六
匁
で
十
五
・
七
％
と
な
る
。
意
外
に
役
人
へ

の
お
礼
、
書
類
の
申
請
あ
る
い
は
見
分
な
ど
の
人
足

賃
、
飲
食
を
と
も
な
う
宿
賃
に
費
用
を
多
く
要
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
詳
し
く
み
る
と
、
職
人
で
は
大
工

が
全
体
の
約
二
三
・
二
％
を
占
め
、
日
雇
・
木
挽
・

壁
屋
と
つ
づ
く
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

材
料
で
は
や
は
り
材
木
が
約
二
七
・
三
％
を
占
め
、

つ
づ
い
て
茅
や
藁
な
ど
の
屋
根
葺
材
の
八
・
一
％
、

そ
れ
に
次
い
で
石
や
瓦
な
ど
の
特
殊
品
が
つ
づ
く
。

　

長
屋
門
建
設
の
資
材
は
前
述
の
よ
う
に
材
木
が
毛

利
家
の
持
山
よ
り
用
立
て
ら
れ
て
い
る
他
、
屋
根
葺

き
材
の
藁
・
麻
木
・
竹
・
縄
も
毛
利
家
の
も
の
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
不
足
分
の
材
木
や
屋
根
葺
き

材
は
近
在
の
小
野
村
・
木
下
村
・
串
野
村
・
佐
野
村
・

中
野
村
の
者
よ
り
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
釘
類

は
八
丁
村
、
基
礎
石
や
両
脇
塀
の
基
礎
石
と
棟
石
は

上
野
村
石
屋
、
材
木
の
色
付
け
に
使
用
す
る
種
油
や

煤
も
近
在
の
村
よ
り
購
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
塀

の
瓦
が
清
王
村
（
現
あ
わ
ら
市
）、
瓦
緊
結
用
の
針

金
や
杉
戸
が
福
井
、
門
通
路
の
土
間
叩
き
の
石
灰
も

他
所
で
購
入
さ
れ
、
近
在
で
調
達
で
き
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
文
化
三
年
建
立
の
石
新
保
町

の
願
念
寺
本
堂
や
同
六
年
頃
建
立
の
石
橋
町
の
浄
光

寺
本
堂
の
瓦
は
い
ず
れ
も
清
王
村
近
く
の
滝
村
で
生

産
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
こ
の
地
域
は
瓦
生
産
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毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

内
訳

項
目

単
位

　
匁

小
計

合
計

備
考

（
購

入
先

な
ど

）
買

木
・

持
山

挽
物

分
の

金
額

工賃・その他

日
雇

（
1.4匁

/人
日

、
1匁

/人
日

）
14.7

21
9.6

5.6
4.9

6.4
4.2

4.2
0.7

2.8
5

79.1

1331.6

建
前

日
雇

（
1.3匁

/人
日

）
請

負
109.2

109.2
叩

き
（

2匁
/人

日
）

15
15

壁
（

1.8匁
/人

日
）

50.4
50.4

石
屋

（
2.5匁

/人
日

）
20

20
桶

屋
（

1.3匁
/人

日
）

5.2
5.2

木
挽

(1.8匁
/人

日
、

1.6匁
/人

日
）

25.2
18

9
16.2

15.3
83.7

大
工

(329+41人
）（

2.5匁
/人

日
）

925
925

大
工

手
間

賃
は

文
化

６
年

の
蓑

輪
家

住
宅

の
増

築
文

書
に

よ
っ

た
(現

越
前

市
八

石
）

上
棟

大
工

祝
儀

（
15、

5、
3）

44
44

材　　　　　　　料

木　　　材

槙
柱

（
6寸

8本
、

6寸
8寸

4本
）

72
42

114

1085.5

大
工

善
兵

衛
よ

り
買

上
（

64＋
39＋？

）中
野

善
兵

衛
、佐

野
孫

六
松

上
角

（
6寸

1.3尺
、

4寸
6寸

、
1.5寸

4寸
、

1.2寸
7.5寸

）
45

36
14.4

4
15.4

114.8
木

下
甚

兵
衛

、
小

幡
伝

太
夫

よ
り

買
上

（
40＋

27＋
9.6＋

2.8＋
11）木

下
甚

兵
衛

、小
幡

伝
太

夫
杉

板
類

12
9.4

12
20

17
10

80.4
小

幡
伝

太
夫

よ
り

買
上

（
9＋

9＋
8＋

16＋
13.6）

杉
垂

木
、

小
舞

7.5
1.2

2.2
0.6

11.5
串

野
伝

兵
衛

よ
り

買
上

栗
（

3寸
、

4寸
角

）
12

7.2
19.2

燈
□

□
市

郎
右

衛
門

よ
り

買
上

（
12＋

7.2）
門

は
ふ

板
25

25
小

幡
伝

太
夫

（
善

兵
衛

の
冬

細
工

）
を

買
松

（
6寸

上
角

、
6寸

上
角

、
6寸

角
、

4寸
6寸

上
角

、
4寸

5寸
上

角
、

3寸
5寸

上
角

）
60

10
19

28
52

10
27

15
221

48＋
15＋

14＋
18＋

40＋
8.4＋

24＋
15

　
　

3寸
5寸

、
2.5寸

3寸
、

3寸
角

、？
7寸

上
角

28
6

19.2
9

65
127.2

16＋
6＋

19.2＋
9＋

60
丸

太（
松

2.5間
丸

木
6本

末
口

4.5寸
、3間

丸
木

2本
末

口
4.5寸

、13尺
丸

木
24本

末
口

3.5寸
）

6
4

19.2
29.2

杉
柱

（
28本

、
下

見
桟

）
28

5
33

槙
木

（
7寸

12寸
上

角
、

6寸
8寸

、
6寸

上
角

）
120

3
20

143
120＋

18＋？＋
5（４

尺
2丁

か
ふ

き
）

松
板

(６
分

、
8分

、
61.25

8.4
6

2.7
11.7

90.05
小

幡
伝

太
夫

，
串

野
伝

兵
衛

、
石

橋
木

挽
、

串
野

善
太

夫
、

三
国

木
屋

よ
り

買
61.25

杉
板

（
4分

）
37.8

6.3
44.1

福
井

神
明

町
正

治
屋

文
右

衛
門

よ
り

杉
板

（
4分

）
12

12
中

野
善

兵
衛

よ
り

買
上

杉
板

（
4分

）
21

21
小

野
又

右
衛

門
挽

立

金物・石・壁など

鉄
くき

類
21.2

21.2

616.41

八
丁

か
じ

屋
次

郎
□

地
石

（
小

屋
門

尺
六

、
塀

五
六

）
250

8
258

敷
渡

　
（

250＋
8）上

野
村

新
左

衛
門

塀
棟

石
45

45
敷

渡
　

上
野

村
石

屋
利

左
衛

門
よ

り
買

入
同

控
石

13
13

砂
子

坂
高

□
□

に
て

買
杉

板
戸

（
４

本
6.2尺

3.6尺
小

屋
の

口
）

40
40

福
井

神
明

町
文

右
衛

門
よ

り
買

入
塀

屋
根

瓦
180.06

180.06
清

王
村

瓦
屋

安
九

郎
同

は
り

か
ね

9
9

福
井

鍋
屋

右
衛

門
よ

り
買

入
石

灰
（

門
た

た
き

）
18俵

、
12俵

18.7
11.4

30.1
三

国
□

屋
世

話
、

小
野

平
右

衛
門

世
話

は
い

す
み

４
升

1.5
1.5

し
ふ

８
升

4.8
4.8

福
井

ま
き

つ
屋

喜
兵

衛
く

ち
な

し
3

3
に

ん
し

ゆ
4

4
福

井
か

と
屋

す
す

５
升

？
0

木
下

善
兵

衛
よ

り
買

種
油

6.75
6.75

佐
野

油
屋

儀
兵

衛
よ

り
買

屋根材

加
屋

（
屋

根
両

は
じ

き
）

150束
27

27

321.95

か
べ

こ
う

ま
い

加
屋

25束
5

5
橋

屋
村

与
四

郎
よ

り
買

加
屋

49束
8.9

8.9
串

野
卯

兵
衛

よ
り

買
藁

1372束
（

200×
3、

50、
120、

50、
120、

193、
70、

145、
24）

10
11

10
2.5

6
2.5

6
9.75

3.5
7.5

1.4
70.15

木
下

村
庄

左
衛

門
、

庄
右

衛
門

、
次

左
衛

門
、

善
吉

、
善

次
郎

、
権

七
、

小
野

多
兵

衛
、

弥
右

衛
門

、
半

右
衛

門
、

木
下

善
兵

衛
、

長
兵

衛
よ

り
買

藁
（

1000束
余

）
50

50
持

入
縄

た
ま

1.5
2

1
1.5

1
7

小
野

吉
郎

右
衛

門
、

権
兵

衛
、

串
野

甚
太

夫
、

小
幡

平
右

衛
門

、
多

兵
衛

よ
り

買
縄

　（
9、

7束
）

4.5
3.5

8
佐

野
文

蔵
、

小
野

半
右

衛
門

、
縄

　（
20束

）
10

10
持

入
麻

木
36束

（
5、

6、
3、

2、
5、

3、
12束

）
1

0.5
0.4

1
0.5

4
7.4

串
野

彦
兵

衛
、

小
野

伝
右

衛
門

、
五

右
衛

門
、

文
右

衛
門

、
彦

右
衛

門
、

彦
左

衛
門

、
中

野
善

兵
衛

麻
木

（
25束

）
5

5
持

入
竹

（
5寸

回
り

200、
4寸

回
り

200、
3寸

回
り

200本
）

50
40

15
105

持
薮

に
て

剪
る

古
竹

0
数

知
れ

ず
3尺

5寸
た

け
2本

12.5
12.5

小
幡

弥
右

衛
門

よ
り

買
同

ふ
み

板
９

尺
（

１
寸

厚
）

6
6

小
幡

伝
右

太
夫

よ
り

買

手続き関係

役
人

へ
の

手
続

き
お

礼
な

ど
40

50
14.8

104.8
104.8

手
間

賃
等

　
小

野
庄

屋
76.11

76.11

520.78

手
間

賃
等

　
小

野
長

百
生

38.5
38.5

手
間

賃
等

　
串

野
庄

屋
96.7

96.7
手

間
賃

等
　

串
野

長
百

生
3.2

3.2
文

書
で

は
527.99

手
間

賃
等

　
串

野
彦

兵
衛

29
29

手
間

賃
等

　
小

野
□

□
右

衛
門

3
3

宿
代

他
274.27

274.27
総

　
　

　
計

3980.99

買
木

材
木

渡
方

に
あ

る
も

の
、

ほ
と

ん
ど

金
額

増
加

　
太

字
は

金
額

割
り

増
し

持
山

挽
物

に
あ

る
も

の
、

太
字

は
金

額
割

り
増

し

表
４
　
工
事
費
内
訳
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五
十
七
巻
二
号

が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

⓭
）。

金
物
・

石
・
壁
材
な
ど
で
は
、
石
材
の
金
額
が
大
き
な
割
合

を
占
め
る
が
、
こ
れ
は
手
間
込
み
の
金
額
で
あ
る
か

ら
な
ん
と
も
言
え
な
い
。
次
い
で
材
料
の
み
の
塀
瓦

と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
大
工
の
手
間
賃
が
な
く
、
毛
利
家
の
持

ち
山
の
材
木
や
毛
利
家
が
所
有
し
て
い
た
屋
根
葺
き

材
が
工
事
費
の
勘
定
に
入
れ
ら
れ
、
所
有
あ
る
い
は

購
入
さ
れ
た
多
く
の
木
材
金
額
が
割
り
増
し
さ
れ
て

計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
工
事
費
合
計
に
毛

利
家
所
有
の
材
木
や
屋
根
葺
き
材
の
費
用
を
参
入

す
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に

想
定
で
は
あ
る
が
、
大
工
手
間
賃
が
工
事
費
の
約

二
三
・
二
％
と
非
常
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
に

勘
定
に
入
れ
な
い
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
ま
た
多

く
の
木
材
の
金
額
を
割
り
増
す
る
理
由
も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
長
屋
門
の
建
設
が

福
井
藩
の
地
方
役
所
建
物
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
、
そ
の
費
用
が
藩
か
ら
支
出
さ
れ
た
こ
と

を
想
定
さ
せ
る
。
事
実
、
藩
へ
の
長
屋
門
再
建
願
の

許
可
に
「
同
廿
五
日
御
評
定
之
上
願
之
通
リ
被
仰
付

候
段
御
配
賦
頂
戴
致　

同
廿
六
日
致
出
町
御
禮
相
勤

ル
」
と
あ
り
、
工
事
費
を
賦
課
金
に
よ
っ
て
調
達
す

る
配
賦
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
た
め
、
大
工
手
間
は
福
井
藩
の
直
接
の
管
理
と

な
り
、人
工
の
み
の
書
上
げ
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
毛
利
家
持
ち
山
の
木
材
や
所
有
の
屋
根
葺

き
材
の
金
額
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
木
材
は
樹
種
・

大
き
さ
・
長
さ
・
品
質
に
よ
っ
て
単
価
が
異
な
る
の
で
、

購
入
品
と
自
前
品
の
両
方
で
同
じ
品
物
が
み
ら
れ
る

屋
根
葺
き
材
の
藁
・
縄
・
麻
木
を
例
に
み
る
。
藁
で

は
購
入
品
が
約
〇・〇
〇
五
一
匁
／
束
、自
前
品
が
〇・

〇
〇
五
匁
／
束
、
縄
で
は
購
入
品
が
約
〇・
五
三
匁

／
束
、
自
前
品
が
〇・
五
匁
／
束
、
麻
木
で
は
購
入

品
が
〇・
二
〇
六
匁
／
束
、
自
前
品
が
〇・
二
匁
／
束

と
、
自
前
品
が
や
や
安
い
が
ほ
ぼ
同
じ
単
価
で
購
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
毛
利
家
持
ち
山
の
木

材
は
下
書
き
と
清
帳
い
ず
れ
も
大
き
さ
・
長
さ
・
品

位
・
金
額
の
他
に
一
丁
あ
る
い
は
一
本
当
た
り
の
単

価
が
記
入
さ
れ
る
が
、
清
帳
に
は
そ
の
最
後
に
「
買
」

と
い
う
字
が
新
し
く
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
買
」

の
字
の
追
加
と
屋
根
葺
き
材
の
購
入
金
額
を
考
え
あ

わ
せ
る
と
、
毛
利
家
持
ち
山
の
木
材
も
市
場
単
価
に

合
わ
せ
て
購
入
さ
れ
た
金
額
で
清
帳
に
書
き
直
さ
れ

た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。こ
の
こ
と
も
賦
課
金
に
よ
っ

て
長
屋
門
が
建
て
ら
れ
た
裏
付
け
と
な
る
。

　

八
、
文
書
長
屋
門
の
大
き
さ
と
仕
様

　
「
志
願
日
記
帳
」の「
家
前
長
小
屋
門
造
建
諸
事
覚
」

の
項
に
あ
る
長
屋
門
の
大
き
さ
や
仕
様
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。「
一
家
前
長
小
屋
門　

但　

長
八
間

弐
尺
横
二
間　

門
通
り
弐
間
半　

内　

本
戸
口
立
八

尺
五
寸　

横
八
尺　

戸
四
尺
弐
□　

但
ヒ
シ
開
ク
ワ

ン
ヌ
キ
〆
リ　

小
脇
ク
ヽ
リ
両
方
開
戸　

但
ヒ
シ
開

ク
ワ
ン
ヌ
キ
〆
リ　

地
石
尺
六　

外
と
通
り
弐
重　

内
通
り
壱
重　

屋
根
裏
四
方
セ
イ
カ
イ　

立
壱
丈
弐

尺　

一
同
両
方
袖
塀　

但　

壱
方
長
五
ツ
　ヽ

立
テ

七
尺
五
寸
ツ
　ヽ

地
石
五
六
壱
通　

屋
根
ウ
テ
木
セ

イ
カ
イ　

か
わ
ら
ふ
き　

棟
瓦
石　

控
石
壱
方
□
□

ツ
　ヽ

右
腰
板
双
方
板
シ
タ
ミ　

黒
腰
」。

　

こ
れ
か
ら
長
屋
門
は
桁
行
八
間
二
尺
梁
間
二
間
の

大
き
さ
で
、
軒
は
四
方
が
船
枻
造
と
な
り
、
総
高
さ

は
一
丈
二
尺
で
あ
っ
た
。
門
中
央
に
二
間
半
の
開
口

が
あ
り
、
そ
の
開
口
中
央
に
幅
八
尺
の
両
開
き
の
扉

と
そ
の
両
側
に
片
開
き
の
潜
り
戸
が
つ
い
て
い
た
。

長
屋
門
基
礎
は
正
面
側
が
二
重
、
内
側
が
一
重
で
尺

六
の
石
で
築
か
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
表
４
の
材
料

の
購
入
内
訳
か
ら
以
下
の
こ
と
が
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
屋
根
端
に
茅
を
つ
か
っ
た
藁
葺
で
あ
っ
た
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毛
利
家
長
屋
門
に
つ
い
て

こ
と
、
入
母
屋
妻
の
破
風
上
に
麻
木
で
装
飾
的
な
補

強
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
屋
根
下
地
に
竹
を
用
い
て

縄
で
結
い
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
壁
下
地
の
小
舞

は
茅
を
も
ち
い
て
い
た
こ
と
、
壁
の
仕
上
げ
は
中
塗

り
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
木
部
に
に
ん
し
ゆ

（
弁
柄
？
）・
柿
渋
・
煤
・
油
な
ど
を
混
ぜ
て
塗
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
長
屋
門
の
部
屋
の
出

入
り
に
引
違
い
板
戸
が
四
枚
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。

　

一
方
、
長
屋
門
両
側
面
に
は
長
さ
五
間
高
さ
七
・

五
尺
の
瓦
葺
塀
が
建
て
ら
れ
た
。
塀
は
五
六
石
の
基

礎
で
控
え
柱
を
も
ち
、
腕
木
で
屋
根
を
支
え
、
棟
に

石
を
置
き
、
壁
を
黒
く
塗
っ
た
腰
板
が
張
ら
れ
て
い

た
。

　

九
、
現
長
屋
門
に
み
ら
れ
る
痕
跡

　

東
西
両
物
置
の
通
路
に
面
す
る
幅
二・九
メ
ー
ト
ル

の
引
違
い
の
板
戸
お
よ
び
そ
の
上
部
の
差
鴨
居
は
材

料
が
他
の
部
材
と
比
較
し
て
新
し
い
。
こ
の
開
口
部

両
端
の
欅
柱
に
は
幅
二
十
二
ミ
リ
高
さ
百
十
五
ミ
リ

の
三
ヶ
の
貫
穴
が
物
置
側
に
寄
せ
て
あ
り
、
そ
の
上

下
に
間
渡
し
竹
を
止
め
る
竹
釘
痕
が
の
こ
っ
て
い
る

（
図
11
・
12
）。
さ
ら
に
最
上
部
の
貫
穴
よ
り
や
や
下

に
通
路
側
へ
寄
せ
て
幅
三
十
一
ミ
リ
高
さ
百
三
〇
ミ

リ
の
埋
木
が
の
こ
る
。
差
鴨
居
上
に
は
古
い
二
本
の

杉
柱
が
切
断
さ
れ
た
状
態
で
の
こ
っ
て
い
る（
図
13
）。

ま
た
、
西
物
置
の
板
戸
裏
に
「
昭
和
三
記
念
仕
事

　

浄
土
寺
七
部
博
士
作
」
と
墨
書
が
あ
る
（
図
14
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、こ
の
開
口
部
は
も
と
土
壁
で
あ
っ

た
も
の
を
、
昭
和
三
年
に
柱
を
切
断
し
て
差
鴨
居
を

入
れ
、
引
違
い
板
戸
を
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
、
通
路
側
に
は
背
面
外
壁
の
腰
壁
と
同
じ
よ
う

な
高
さ
に
土
壁
仕
上
げ
の
見
切
材
が
入
れ
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
想
像
の
域
で
は
あ
る
が
、
見

切
材
下
に
は
他
の
外
壁
の
腰
壁
と
同
じ
よ
う
な
下
見

板
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方

小
屋
組
で
は
、
軒
先
の
出
桁
を
支
え
る
腕
木
に
扠
首

穴
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
（
図
15
）。
こ
の
痕
跡
は
跳

ね
出
し
た
腕
木
が
架
か
る
桁
あ
る
い
は
妻
梁
の
位
置

に
あ
り
、
丸
く
凹
ん
で
い
る
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う

に
跳
ね
出
し
た
腕
木
よ
り
上
部
の
梁
・
小
屋
束
・
母

屋
・
棟
木
・
垂
木
・
野
地
板
の
部
材
は
新
し
く
、
後

か
ら
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

小
屋
組
は
扠
首
組
か
ら
和
小
屋
組
や
登
梁
に
変
更
さ

れ
た
も
の
で
、
以
前
は
茅
葺
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
不
用
な
貫
穴
や
仕
口
痕
、

さ
ら
に
柱
下
の
土
台
や
小
屋
組
の
変
更
は
長
屋
門
の

移
築
を
う
か
が
わ
せ
る
痕
跡
と
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
し
、
前
述
の
東
西
物
置
の
通
路
側
に
あ
る

開
口
部
両
端
の
柱
に
み
ら
れ
る
貫
穴
や
仕
口
痕
は
、

昭
和
三
年
の
改
造
で
あ
り
、
そ
の
柱
に
の
こ
る
土
壁

の
間
渡
竹
の
竹
釘
痕
は
一
回
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
初
の
柱
に
取
り
付
く
壁
は
、
昭
和

三
年
に
取
り
払
わ
れ
た
壁
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な

り
、
移
築
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
る
と
考
え
て

よ
い
。
ま
た
、
柱
下
の
土
台
は
建
物
の
地
盤
沈
下
と

腐
り
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
す
べ
て
の
柱
に
み
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
状
で
は
物
置
内

の
壁
が
合
板
張
り
と
な
り
、
建
物
を
解
体
し
た
訳
で

も
な
く
、
す
べ
て
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
移
築
の
可
能
性
が
低
い
に
と
ど
ま
る
。

　

十
、
現
長
屋
門
と
文
書
長
屋
門
の
比
較

　

現
長
屋
門
の
大
き
さ
は
既
述
の
よ
う
に
桁
行

十
五
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
梁
間
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。「
志
願
日
記
帳
」
の
長
屋
門
は
「
長
八
間
弐
尺

横
二
間
」
と
あ
る
か
ら
現
長
屋
門
の
梁
間
二
間
か
ら

得
ら
れ
る
一
間
を
一
・
九
二
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
桁
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五
十
七
巻
二
号

行
幅
を
み
る
と
十
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
文

書
の
長
屋
門
桁
行
が
四
十
〇
セ
ン
チ
大
き
く
な
る
。

同
様
に
通
路
幅
で
は
「
志
願
日
記
帳
」
が
「
弐
間
半
」

で
四
・
八
一
メ
ー
ト
ル
、
現
長
屋
門
の
通
路
幅
は
四
・

五
七
メ
ー
ト
ル
で
、
二
十
四
セ
ン
チ
文
書
の
長
屋
門

が
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
越
前
地
方
で
よ
く
み
ら

れ
る
一
間
の
柱
真
々
を
六
尺
二
寸
（
一
八
七
八
ミ

リ
）
と
仮
定
す
る
と
、
桁
行
十
五
・
六
三
メ
ー
ト
ル
・

梁
間
三
・
七
六
メ
ー
ト
ル
・
通
路
幅
四
・
七
〇
メ
ー
ト

ル
と
な
り
、
桁
行
差
三
セ
ン
チ
、
梁
間
差
九
セ
ン

チ
、
通
路
幅
差
十
三
セ
ン
チ
の
違
い
と
な
る
。
長
屋

門
の
欅
隅
柱
は
杉
柱
よ
り
三
〜
四
セ
ン
チ
大
き
く
、

片
寄
せ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
す
べ
て
が

文
書
の
寸
法
通
り
に
施
工
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
主
扉
の
開
口
は
文
書
が
縦
八
尺
五
寸

（
二
五
七
六
ミ
リ
）
横
八
尺
（
二
四
二
四
ミ
リ
）
で
、

現
長
屋
門
が
縦
二
五
六
〇
ミ
リ
・
横
二
四
〇
七
ミ
リ

と
な
り
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
主
扉
の
大
き
さ
は
幅

四
尺
（
一
二
一
二
ミ
リ
）
が
一
一
〇
七
ミ
リ
と
な
り
、

扉
の
開
き
方
、
小
脇
の
潜
り
戸
も
文
書
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
扉
や
吊
り
金
物
は
文
書

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
で
取
り
付
け
ら
れ

図11　�東物置北西隅柱の
土壁の貫仕口痕等

図15　腕木上面の扠首穴痕 図13　西物置の通路側の切断柱

図12　�西物置北東隅柱の
土壁の貫仕口痕等

図14　�西物置引違い板戸の墨書
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表５　「志願日記帳」の材木明細寸法と実測寸法の比較
文書長小屋門 現長屋門

部位 文書部材名 断面（寸） 長さ（尺） 本数 品位 樹種 部材名 断面（㎜） 断面（寸） 長さ（尺） 本数 樹種
柱 柱 6×6 12 8 上角 槙 四隅柱 169×171 5.63×5.64 10.6 8 化粧 欅

柱 6×8 9 4 上角 槙 鏡柱 244×176 8×5.8 7.87 2 化粧 欅
門両端柱 192×? 6.34×? 8.8 2 化粧 欅

6×6 12 2 上角 槙 楣 130×140 4.5×4.7 7.3 1 化粧 欅
蹴放し痕 ? 7.3 1 化粧 欅
脇門楣 143×170? 4.7×5.6? 2.85 2 化粧 欅

7×12 16 1 上角 槙 冠木 349×? 11.52×? 14.67 1 化粧 欅
6×8 4.5 2 槙

脇蹴放し 60×118 2×4 2.85 2 化粧 欅
脇門上板 化粧 欅

柱 28 杉 内部柱 120〜130角 22+α 杉
6,5×13 2,5間 2 上角 松 梁（前） 281×180 9.4×6 16.5 1 化粧 松

梁（後） 282×169 9.4×5.7 15.3 1 化粧 松
4×6.5 6 18 上角 松 腕木 172×110 5.64×3.7 5.6 18 化粧 松
1.5×4 10 16 上角 松 壁下見見切 105×40 3.5×1.4 11 2 化粧 松

壁下見見切 124×40 4.2×1.4 18.5 2 化粧 松
壁下見見切 124×40 4.2×1.4 3 2 化粧 松
壁下見見切 105×40 3.5×1.4 13 2 化粧 松

通路側貫穴痕 130×31 4.3×1.1 10 2 化粧
1.2×7.5 6間 4 上角 松 付桁 24×196 0.8×6.6 延132（22間） 1 化粧 松
1.2×7.5 5.5 22 上角 松
1×1.5 10.5 30 上角 松 垂木下見切 30×42? 1×1.5? 142 1 化粧 松

鴨居梁 197×140 6.6×4.7 6.7 2 化粧 松
0.7×3.5 14 14 松 壁貫 100×? 3.3×?
0.7×3.5 12.5 20 松
0.7×3.5 2間 34 松
0.7×3.5 2間 20 松

壁貫穴? 115×22 3.8×.75
4×8 2間 1 上角 松
3×6 13 8 松 2階床梁 180×85 6×3 12.8 8 松

5尺たるき 50 松 2階根太 47×49 1.6×1.6 18.3 10 松
5尺たるき 8 松 2階根太 47×49 1.6×1.6 11 8 松

2階床梁 160×220 5.4×7.4 18.3 2 松
1丈上たるき 4 松 通路上根太 52×70 1.7×2.4 10 4 化粧 松
1丈こまい 5 松 天井棹 35×24 1.2×0.8 化粧 松

3×3 7.5 12 栗 西土間床根太? 7.5 10
4×4 7.5 4 栗 東土間床根太? 10

破風板 門両はふ 破風板
6×6 13.5 2 上角 松 妻梁 150×155 5.1×5.1 13.4 2 化粧 松
6×6 15 4 上角 松 桁 180×155? 6×5.1 52 2 化粧 松
6×6 13 2 松
6×6 14 2 松
4×6 18 4 上角 松 腕木+梁 172×110 5.64×3.7 18 2 化粧 松

腕木 172×110 5.64×3.7 5.6 4 化粧 松
4×6 8 4 上角 松 隅木 172×110 5.64×3.7 8 4 化粧 松
4×5 16 3 上角 松
3×5 16 2 上角 松 出桁 81×120 2.7×4 150 1 化粧 松
3×5 11 8 松
3×5 6 4 松
2.5×3 9.5 16 松

3.5×3.5 9.5 8 松
□×7 15.5 5 上角 松 桟梁 111×175 4×6 13.1 5 化粧 松

末口4.5寸丸太 2.5間 6 松 敷梁丸太 17 1 野物 松
梁丸太 17 1 野物 松
梁丸太 末口4寸 15.6 4 野物 松

末口4.5寸丸太 5間 2 松 サス棟? 9間
末口3.5寸丸太 13 24 松 サス丸太穴 ? 24〜26

下ミさん挽物 1 松 下見桟 50×30 1.7×1 5 18 化粧 松
下見桟 47×27 1.7×1 6 33 化粧 松

6分6枚はり 25間 松板
8分 2間 上掾 松板
6分 2間 上板 松板 セガイ天井板? 15 6分 松
6分 1間 松板

6分ふしなし 3間 松板
2階床板 12 5坪 2 松

4分板7枚はり 14間 杉板 下見板7枚 12 4分 14間 杉
4分地板 4間 杉板
4分地板 7.5間 杉板

建具 杉板戸 6.2×3.6 4 杉板戸 6.2×3.4 4 杉
主扉 1077×2371×89 2 欅
脇扉 878×1426×71 2 欅
土台 76×170 2.6×5.6 18.2 1 檜?
土台 36×170 1.2×5.6 18.2 1 檜?
土台 64×194 2.1×6.5 3.9 2 檜?

※ 網掛けは部材間の関係が想定されるもの（斜字体はほぼ確定できるもの）
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五
十
七
巻
二
号

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

基
礎
石
も
正
面
側
に
二
段
積
ま
れ
て
高
く

な
り
、
側
面
お
よ
び
背
面
側
は
低
く
一
段
の
ま

ま
で
、
こ
れ
も
一
致
す
る
。
屋
根
の
軒
先
も
四

方
船
枻
造
で
一
致
す
る
。
な
お
、
屋
根
は
既
述

の
よ
う
に
茅
葺
き
か
ら
入
母
屋
造
り
桟
瓦
葺

き
に
変
更
さ
れ
て
、
文
書
の
総
高
さ
と
は
一
致

し
な
い
。
し
か
し
、
文
書
の
総
高
さ
一
丈
二
尺

（
三
六
三
六
ミ
リ
）
は
棟
高
さ
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
桁
高
を
示
す
も
の
と
考
え
る
と
、
現

桁
高
が
約
三
・
五
四
メ
ー
ト
ル
で
、
柱
足
元
が

切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
同

程
度
の
高
さ
と
な
る
。
壁
の
小
舞
下
地
は
竹
と

茅
が
使
用
さ
れ
て
、
茅
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
と

一
致
す
る
。
建
具
で
は
文
書
に
み
ら
れ
る
四
枚

の
板
戸
が
門
背
面
の
左
右
に
あ
り
、
文
書
の
記

述
寸
法
と
一
致
す
る
。
文
書
で
は
長
屋
門
の
左

右
に
腕
木
と
出
桁
を
も
つ
瓦
葺
き
の
塀
が
み

え
る
が
、
現
在
の
塀
は
柱
上
部
に
瓦
を
置
く
簡

単
な
塀
で
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
現
長
屋
門

の
南
西
隅
柱
に
の
こ
る
痕
跡
か
ら
、
現
状
よ
り

高
い
塀
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
が
、
腕
木
の
あ
る
塀
で
あ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
志
願
日
記
帳
」
の
家
前
長
小
屋

門
が
、
現
長
屋
門
に
大
き
さ
や
平
面
が
ほ
ぼ
一
致
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
毛
利
家
の
言
い
伝

え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
門
は
移
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
門
な
ど
の
様
式
は
ほ
ぼ
形
や
大

き
さ
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
偶
然
の
一
致
も
考
え
ら

れ
る
。そ
こ
で
さ
ら
に
両
長
屋
門
を
部
材
寸
法・長
さ・

材
種
か
ら
検
討
す
る
。「
志
願
日
記
帳
」
の
長
屋
門

部
材
寸
法
を
木
材
明
細
か
ら
拾
い
出
し
、
現
長
屋
門

の
部
材
寸
法
は
実
測
寸
法
に
よ
っ
た
。
明
細
の
木
材

は
切
り
刻
ん
だ
り
削
っ
た
り
し
て
使
用
す
る
の
で
、

古
文
書
の
部
材
明
細
よ
り
実
測
寸
法
は
一
般
に
小
さ

く
な
る
。
ま
た
、
木
材
明
細
に
は
部
材
名
が
ほ
と
ん

ど
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
使
用
場
所
が
不
明
な

も
の
が
多
く
、
部
材
寸
法
や
品
位
か
ら
想
定
す
る
し

か
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
文
書
長
屋
門
と
現
長

屋
門
の
部
材
関
係
を
比
較
し
た
も
の
が
表
５
で
、
現

長
屋
門
の
構
造
部
材
の
位
置
や
長
さ
を
示
し
た
も
の

が
図
16
・
17
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
て
明
ら
か
な
よ
う

に
現
長
屋
門
に
み
ら
れ
る
多
く
の
部
材
の
寸
法
や
数

量
が
、「
志
願
日
記
帳
」
の
木
材
寸
法
と
数
量
に
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ

図16　小屋伏図

図17　二階床伏図
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と
は
さ
ら
に
文
書
に
み
ら
れ
る
木
材
で
現
長
屋
門
が

ほ
ぼ
建
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
九
年
の
文

書
長
屋
門
は
新
築
で
あ
る
こ
と
の
証
と
も
な
る
。

　

一
方
、
樹
種
に
つ
い
て
は
槙
と
記
さ
れ
る
四
隅
柱・

鏡
柱
・
門
両
端
柱
・
冠
木
・
門
脇
柱
が
欅
材
で
あ
る

こ
と
を
除
き
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
樹
種
の
相
違
が

な
ぜ
み
ら
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
欅
」

を
用
い
て
い
る
部
材
が
す
べ
て
「
槙
」
の
字
と
な
っ

て
お
り
、「
槙
」
と
「
欅
」
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
く（

⓮
）、

今
後
の
解
明
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。
な
お
、
材
木
明
細
に
は
欅
で
で
き
た
主
扉

か
脇
扉
の
部
材
と
み
ら
れ
る
槙
の
材
木
が
み
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
表
４
の
工
事
費
内
訳
に
も
購
入
品
の
中

に
主
扉
・
脇
扉
の
記
述
は
な
く
、
さ
ら
に
扉
金
物
も

み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
建
設
当
初
に
は
扉
が

備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
部
材

寸
法
さ
ら
に
部
材
数
か
ら
も
毛
利
家
の
現
長
屋
門
は

移
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
文
化
九
年
に
現
地
で

新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

十
一
、
ま
と
め

　

ま
ず
毛
利
家
長
屋
門
の
普
請
文
書
で
あ
る
「
見
舞

留
帳
」・「
志
願
日
記
帳
」
の
調
査
か
ら
、
長
屋
門
の

普
請
に
と
も
な
う
見
舞
人
や
見
舞
品
、
普
請
経
過
、

職
人
と
出
身
地
、
工
事
費
、
大
き
さ
と
仕
様
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
後
、
現
長
屋
門
の
実
測
を
お
こ
な

い
、
詳
細
な
部
材
寸
法
と
長
さ
・
樹
種
を
調
査
し
、

合
わ
せ
て
痕
跡
調
査
か
ら
建
設
当
初
の
長
屋
門
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
現
長
屋
門
の
部
材
寸
法
と

長
さ
・
樹
種
を
、「
志
願
日
記
帳
」
の
記
載
内
容
と

比
較
し
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上

か
ら
現
毛
利
家
長
屋
門
は
移
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
現
地
に
大
庄
屋
の
長
屋
門
と
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
実
測
調
査
に
は

毛
利
洋
子
さ
ん
、
毛
利
長
仁
家
文
書
の
閲
覧
に
は
福

井
市
文
化
課
、
福
井
県
文
書
館
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）「
毛
利
家
長
屋
門
」
福
井
市
文
化
財
指
定
理
由
書

（
２
）『
福
井
市
の
歴
史
が
み
え
る
建
造
物
』
若
越
建
築
文
化

研
究
所
編　

福
井
市　

平
成
十
五
年

（
３
）
福
井
県
文
書
館　

資
料
群
番
号
Ａ
０
０
３
２
毛
利
長

仁
家
文
書
の
目
録
で
は
文
書
番
号
０
０
０
２
７
表
題
「
志

願
日
記
帳
（
家
前
長
小
屋
門
造
建
ニ
付
）」、
文
書
番
号

０
０
０
２
９
表
題
「
門
普
請
見
舞
留
帳
」
と
あ
る
が
、
資

料
の
表
題
を
そ
の
ま
ま
記
す
。

（
４
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
18
福
井
県
』
角
川
書
店　

一
九
八
九
年

（
５
）
福
井
県
文
書
館　

毛
利
長
仁
家
文
書
目
録
に
よ
る
。

（
６
）
福
井
県
文
書
館　

毛
利
長
仁
家
文
書
の
目
録
文
書
番

号
０
０
０
５
４
表
題
「
支
配
下
村
々
庄
屋
長
百
姓
判
鑑
帳
」

（
７
）「
志
願
日
記
帳
」
に
よ
れ
ば
、
串
野
村
・
小
野
村
の
庄

屋
・
長
百
姓
が
長
屋
門
建
設
の
た
め
の
各
種
手
続
き
や
見

分
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
、
串
野
村
は
毛
利
家
の
支
配
下

で
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）『
旧
蓑
輪
家
住
宅
移
築
復
原
工
事
報
告
書
』
福
井
市
教

育
委
員
会　

平
成
二
十
一
年　

同
報
告
書
中
の
普
請
文

書
。『
福
井
県
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
木
下
家
住
宅
』　

勝
山
市
教
育
委
員
会　

平
成
十
九
年　

同
報
告
書
中
の
普

請
文
書
。

（
９
）
前
掲
（
４
）

（
⓾
）
拙
稿
「
松
平
主
馬
家
の
大
名
広
路
屋
敷
と
安
永
普
請
」

　

福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
第
28
号　

一
九
九
八
年

　

一
方
、
近
く
の
石
新
保
村
の
願
念
寺
本
堂
は
伊
井
大
工
、

石
橋
村
の
浄
光
寺
本
堂
は
永
平
寺
大
工
が
建
て
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
寺
社
仏
閣
建
築
を
別
に
す
る
と
、
小
野
村

周
囲
で
は
中
野
大
工
は
有
名
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
⓫
）
前
掲
（
４
）

（
⓬
）前
掲（
８
）の『
旧
蓑
輪
家
住
宅
移
築
復
原
工
事
報
告
書
』

の
史
料
「
巳
年
普
請
入
用
覚
帳
」（
文
化
六
年
）
に
は
大

工
工
数
五
人
半
で
13
匁
七
分
五
厘
と
あ
り
、
二
・
五
匁
／
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五
十
七
巻
二
号

人
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
福
井
県
指
定
文

化
財
（
建
造
物
）
木
下
家
住
宅
』
に
よ
れ
ば
、
幕
府
直
轄

領
の
大
野
郡
伊
知
地
村
（
現
勝
山
市
）
に
あ
る
木
下
家
住

宅
の
普
請
記
録
で
は
、
天
保
六
年
時
の
大
工
手
間
が
二
匁

／
人
日
と
な
る
が
、
木
挽
は
一
・
五
匁
／
人
日
と
毛
利
家

の
一
・
六
〜
一
・
八
匁
／
人
日
と
比
較
し
て
安
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
工
手
間
賃
は
二
匁
／
人
日
よ
り
高

い
二
・
五
匁
／
人
日
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

（
⓭
）
拙
稿
「
願
念
寺
本
堂
に
つ
い
て　

近
世
社
寺
建
築
の

実
例
」
日
本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究
報
告
集
五
十
一
号

二
〇
〇
八
年
、「
浄
光
寺
本
堂
に
つ
い
て　

近
世
社
寺
建

築
の
実
例
（
二
）」
日
本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究
報
告

集
五
十
四
号　

二
〇
一
一
年

（
⓮
）
拙
稿
「
本
堂
用
材
の
ア
ス
ナ
ロ
に
つ
い
て　

瑞
源
寺

の
研
究
」
日
本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究
報
告
集
五
十
二

号
二
〇
〇
九
年
に
よ
れ
ば
、
福
井
藩
の
留
木
は
時
代
よ
っ

て
多
少
異
な
り
、
槙
・
松
・
杉
・
桐
・
槻
あ
る
い
は
樫
（
欅
）

で
、
槙
が
檜
あ
る
い
は
ア
ス
ナ
ロ
を
指
し
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。、
こ
の
こ
と
か
ら
「
志
願
日
記
帳
」
の
槙

は
檜
あ
る
い
は
ア
ス
ナ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
長
屋
門

は
欅
材
で
あ
り
、
槙
の
代
用
と
し
て
欅
を
使
用
し
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。
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